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シンポジウム
ヨーロッパ近世貴族の家系意識
中 谷 功 治
いうまでもなく、 ヨーロ ッパにおいて貴族の起源は中世にさかのぼる。 11世紀初頭
には、 史料記述の中にいわゆる三職分の一つとして 「戦う者」 が登場し、12世紀には
世襲的な特権を有する 「事実上の」 貴族の誕生が確認できる。 彼らはキリスト教を擁
護する騎士となり、 ある時は十字軍士として、 またある時は修道騎士団の一員として、
場合によっては君主の意向を無視しつつ、 ヨーロ ッパの内外において華々しい活躍を
見せた。
とはいえ、 ヨーロ ッパ世界において貴族が身分として確定するのは、 実際のところ
14世紀に入ってからのことであった。 例えば、 国王から貴族叙任状という書面の発給
を受けることによって、 はじめて彼とその家系は晴れて正式に貴族に列したのである。 
つまり、 貴族とは中世も末になって、 いやむしろ近世の入り口にあたる頃になって、
国家的な身分として明確な姿を歴史上に現すことになった。
思えば、 私たちに馴染みのある、 からだの全体を覆う鉄製の甲冑に身を包んだ騎士
とは、 中世末から近世にかけて戦場を駆け抜けた貴族の姿であった。 山上にそびえる
無骨な城塞ではなく、 むしろ美しく装飾を施された 「シャトー」 と呼ぶべき貴族たち
の優美な城館が多く登場したのも近世である。 このような城館において、 あるいは国
王の宮廷において、 華麗な生活をおく った貴族たちは、 概ね近世に出現したといって
まず間違いはない。
確かに、 近世ヨーロ ッパにあっては、 時代とともに貴族たちは歴史の檜舞台の主役
ではなく なつていく だろう。 いよいよ権勢を拡大させていく国王を中心と した絶対主
義国家の中にあって、 彼らはその爵位や紋章をもって明確に位置づけられ、 かつての
ような国王をものと もしない自立性は次第に失われていった。
それでも、 華やかな宮廷文化を実際に担っていたのは彼ら貴族であった。 食事や衣
装などを通しての衡示的消費からその立ち居振る舞いに至るまで、 この時期の貴族が
培った生活習慣は、 いく らかの変化を伴いつつも現在に生き残っているケースが少な
く ない。 場合によっては、 当時の民衆文化以上に今日の私たちの生活に影響を及ぼし
ていると もいえる。 
以上のよう に、 中世期に劣らぬ重要性を帯びた近世のヨーロ ッパ貴族ではあるが、
この国における西洋近世史研究においては、 その対象として十分に注日され、 貴族を
専門とする多く の研究者が輩出してきたとは必ずしもいえない状態にある。 今後とも、
多方面から関心を集め、 様々に分析される必要性があるといえるだろう。
そこで、 本年度のシンポジウムでは、 このような ヨーロ ッパ近世貴族に焦点を当て、
彼らの存立に大きく かかわった家族継承や家系意識を念頭に置きつつ、 3 名の近世史
の研究者の方々に幅広いテーマで報告をしてもらうことにした。
滝澤聡子氏 (関西学院大学) は、 伝統的といってよい土地貴族が中心となる近世フ
ランスにおける女性相続人という興味深いテーマを扱う。 続いて、 藤内哲也氏 (鹿児
島大学) は時期的には同じではあるが、 都市国家を多く抱えたイタリアの、 しかも海
洋国家という特異な存在、 ヴェネツイア共和国の貴族政治について論じる。 そして最
後に、 山本正氏 (大阪経済大学) は、 大西洋を経て新世界へと発展を遂げることにな
るイギリスにおいて、 まずその足がかり となったアイルラ ンドでの成り上がり貴族に
ついて詳しく論述している。
3 名の報告は、 それぞれの地域性と もあいまって多様な内容となったが、 専攻分野
を異にする司会者の不安をよそに、 フロアからは非常に活発で深みのある質問が出さ
れて、 自然と熱のこもった議論が予定時間を軽く オーバーして展開することになった。 
報告者ならびに質問をして下さった参加者の方々に感謝申し上げたい。 
